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議事日程（教育民生常任委員会） 令和７年９月４日 午前９時開会 

 日程第１ 会議録署名委員の指名について 

 日程第２ 付託議案の審査について 

      議案第３８号 令和７年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計補正予算（第２号）

について（所管部分） 

      議案第３９号 令和７年度三重県桑名郡木曽岬町国民健康保険特別会計補正

予算（第２号）について 

      議案第４０号 令和７年度三重県桑名郡木曽岬町後期高齢者医療特別会計補

正予算（第１号）について 

      議案第４１号 令和７年度三重県桑名郡木曽岬町介護保険特別会計補正予算

（第１号）について 

      議案第４４号 令和６年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計歳入歳出決算認定

について（所管部分） 

      議案第４６号 令和６年度三重県桑名郡木曽岬町国民健康保険特別会計歳入

歳出決算認定について 

      議案第４７号 令和６年度三重県桑名郡木曽岬町後期高齢者医療特別会計歳

入歳出決算認定について 

      議案第４８号 令和６年度三重県桑名郡木曽岬町介護保険特別会計歳入歳出

決算認定について 

      議案第５２号 木曽岬町体育館屋根及び外壁等改修工事契約について 

 

本日の会議に付した事件 

 議事日程と同じ 

出席委員（６名） 

委員長 鎌 田 鷹 介 副委員長 後 藤 紀 子 

黒 宮 武 史 波 多 野 光 雄 

加 藤 眞 人 伊 藤 好 博 

欠席委員（０名） 

委員外出席議員（１名） 

議 長 服 部 芙 二 夫 

議場出席説明者 

町 長 三 輪 一 雅 副 町 長 森  清 秀 

教 育 長 伊 藤 芳 彦 教 育 課 長 村 上  強 

住 民 課 長 伊 藤 正 典 福 祉 課 長 黒 田 和 弘 
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教 育 課 長 補 佐 諸 戸 勝 己 福 祉 課 調 整 監 藤 井 光 利 

子ども・健康課長補佐 渡 辺 千 智 ふれあいの里所長 松 本  大 

 

事務局出席職員 

 書 記  事務局長  伊 藤 雅 人 議会事務局 鈴 木 琴 音 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

                            午前 ９時 ０分開会   

○委員長（鎌田鷹介議員） おはようございます。 

 本日は、教育民生常任委員会を招集させていただきましたところ、委員の皆様には何か

とご多用のなか、ご出席を賜りありがとうございます。 

また、三輪町長はじめ執行部の皆様にもご出席いただき、ありがとうございます。 

 本日の教育民生常任委員会は、令和７年第３回定例会で付託されました９議案を審査す

る重要な委員会でございます。 

議案審査には慎重審査をいただきますとともに、委員会運営にあたりまして、皆様のご

協力の程よろしくお願い申し上げます。 

 本日の委員会の出席委員数は６名です。よって、委員会条例第１４条の規定により、定

足数に達しておりますので、教育民生常任委員会を開会します。 

 次に、本日の書記の指名を行います。 

 委員会条例第２７条の規定により、書記には伊藤議会事務局長を指名します。 

 それでは、これより議事に入ります。 

 本日の議事日程は、お手元の資料のとおりです。 

日程第１ 会議録署名委員の指名について 

○委員長（鎌田鷹介議員） 日程第１、会議録署名委員の指名を行います。 

 本日の会議録署名委員は、加藤眞人委員、伊藤好博委員を指名します。 

 それでは、本日の議案審議に入ります。 

 はじめに、三輪町長に議事日程の説明を求めます。 

○町長（三輪一雅町長） 委員長。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 三輪町長。 

○町長（三輪一雅町長） 改めまして皆さんおはようございます。 

本日の教育民生常任委員会、委員の皆様におかれましては、ご多用のところご出席を賜

りありがとうございます。 

本日の議案は、所管事項として、議案第３８号から議案第４１号まで、議案第４４号、

議案第４６号から議案第４８号まで、それから、議案第５２号の全９議案をご協議いただ

くものでございます。 

委員の皆様方には、慎重審議をお願いするともに、全議案ご承認をいただくようお願い
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を申し上げます。 

また、台風が近づいておりますが、その辺りもしっかり役場の方で対応して参りたいと

考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（鎌田鷹介議員） ありがとうございました。 

 それでは、お手元の日程に従い、会議を進めます。 

日程第２ 付託議案の審査について 

○委員長（鎌田鷹介議員） 日程第２、付託議案の審査についてを議題とします。 

 本委員会に付託されました議案は、議案第３８号、令和７年度三重県桑名郡木曽岬町一

般会計補正予算（第２号）についての所管部分、議案第３９号、令和７年度三重県桑名郡

木曽岬町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について、議案第４０号、令和７年度

三重県桑名郡木曽岬町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について、議案第４１

号、令和７年度三重県桑名郡木曽岬町介護保険特別会計補正予算（第１号）について、議

案第４４号、令和６年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計歳入歳出決算認定についての所管

部分、議案第４６号、令和６年度三重県桑名郡木曽岬町国民健康保険特別会計歳入歳出決

算認定について、議案第４７号、令和６年度三重県桑名郡木曽岬町後期高齢者医療特別会

計歳入歳出決算認定について、議案第４８号、令和６年度三重県桑名郡木曽岬町介護保険

特別会計歳入歳出決算認定について、議案第５２号、木曽岬町体育館屋根及び外壁等改修

工事契約についての９議案であります。 

 ここでお諮りいたします。 

 付託議案の審査方法につきましては、先に１件ごとに全議案を審査することとし、その

後、討論、採決についても１件ごとに行いたいと思いますが、これにご異議ございません

か。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長（鎌田鷹介議員） 異議なしと認め、そのように進めさせていただきます。 

 それでは、付託議案の審査に入ります。 

 まず初めに、議案第３８号、令和７年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計補正予算（第２

号）についての所管部分を議題とします。 

 事務局に説明を求めます。 

○住民課長（伊藤正典課長） 委員長。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 伊藤住民課長。 

○住民課長（伊藤正典課長） それでは議案第３８号、令和７年度一般会計補正予算（第

２号）について所管別に、歳入予算書事業説明において説明をさせていただきます。 

まず、住民課所管部分でございます。 

事業名、家庭用新エネルギー等普及支援事業、補正予算額２６７万６,０００円の増額で

ございます。三重県太陽光発電設備等設置費補助金の交付決定によるもので、財源内訳の
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県支出金は、当該事業に要する費用の全額を見込んでいるものでございます。 

住民課所管分は以上でございます。 

○福祉課長（黒田和弘課長） 続きまして、福祉課所管部分でございます。 

事業名、社会福祉総務費では、補正予算額１４４万１,０００円でございます。町社会福

祉協議会への補助金において、職員の配置変更や採用に伴い不足する補助金を追加するも

のでございます。 

次に、事業名、老人福祉費では、補正予算額１５７万６,０００円でございます。過年度

分ホームヘルプ等利用者負担軽減事業費の精算や、低所得者保険料軽減分の確定による返

還金のほか、介護保険の認定調査における調査員支援システムの導入に伴う介護保険特別

会計への繰出金を追加するものでございます。 

次に、事業名、障がい者福祉費では、補正予算額１,７２４万１,０００円でございま

す。令和６年度障害者自立支援給付費国庫負担金や三重県障害者自立支援給付費などの実

績に伴う精算により生じた返還金を追加するものでございます。 

福祉課所管部分については以上でございます。 

○子ども・健康課長（佐藤信恵課長） 続きまして、子ども・健康課所管部分について説

明させていただきます。 

事業名、子育て世帯臨時特例給付金事業では、補正予算額３１０万円でございます。物

価高騰の影響を受けた子育て世帯の支援を行うため、未就学児を対象とした給付事業を行

うもので、１５１名を追加補正させていただくものでございます。 

なお、この事業の財源として、令和７年度物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を

活用しております。 

事業名、保健施設費では、補正予算額４６万４,０００円でございます。保健センターの

消防設備の修繕に係る費用を追加補正させていただくものでございます。 

事業名、予防費では、補正予算額１２万円でございます。令和６年度感染症予防の実績

に伴う精算により生じた返還金を追加補正させていただくものでございます。 

事業名、養育医療費給付事業では、補正予算額５２３万８,０００円でございます。令和

５年度並びに６年度未熟児養育医療費給付事業の実績に伴う精算により生じた返還金を追

加補正させていただくものでございます。 

事業名、出産・子育て応援事業では、補正予算額１５万円でございます。令和６年度内

に出産された方が今年度に申請する場合の子育て応援交付金の給付に係る費用を追加補正

し、令和７年度当初予算に計上しました、妊婦のための支援給付金の給付に係る費用につ

いて、扶助費へ科目変更するものでございます。 

なお、この事業については、出産・子育て応援交付金などの国・県の補助金を財源とし

ております。 

子ども・健康課所管部分は以上でございます。 
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○教育課長（村上強課長） 続きまして、事業名、給食センター維持管理経費です。 

施設設備等の修繕に係る経費として３０万円を計上するものです。当初予算における修

繕料は３８万９,０００円でございましたが、修繕実施の必要が生じたことから、修繕料を

７２万１,６００円支出しております。修繕しました内容は、調理室内の水道設備漏水修

理、下処理室空調機取替工事、スチームコンべクションオーブンの軟水器カードリッチ交

換費用、ガス回転釜修繕料でございます。なお、不足する３３万３,０００円については、

予算流用により対応させていただきました。 

つきましては修繕料の全額を予算執行しておりますので、今後必要となる施設修繕のた

め３０万円を計上するものです。 

教育課所管部分につきましては以上でございます。 

議案第３８号の、委員会所管部分につきまして、以上でございます。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 事務当局の説明が終わりましたので、ご質疑のある方はご発

言ください。 

 なお、質疑の回数は１議題につき、１人３回までとなっておりますので、ご承知おき願

います。 

それでは、ご発言される方は、手を挙げられ委員長の許可に基づき発言されますよう、

よろしくお願いいたします。 

○委員長（鎌田鷹介議員） ご質疑よろしいでしょうか。 

〔暫くして〕 

○委員長（鎌田鷹介議員） 質疑もないようですので質疑を終わります。 

次に、議案第３９号、令和７年度三重県桑名郡木曽岬町国民健康保険特別会計補正予

（第２号）についてを議題とします。 

事務局に説明を求めます。 

○住民課長（伊藤正典課長） 委員長。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 伊藤住民課長。 

○住民課長（伊藤正典課長） それでは議案第３９号、令和７年度三重県桑名郡木曽岬町

国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について説明をさせていただきます。 

令和７年度三重県桑名郡木曽岬町の国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は次に定

めるところによる。 

第１条第１項では、歳入歳出予算の補正について規定しており、歳入歳出予算の総額に

歳入歳出それぞれ２,３４５万２,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ７億３,２１１万９,０００円とするものでございます。 

２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正によるものでございます。 

このたびの補正においては、歳入では国庫補助金６１７万４,０００円の増額のほか、前
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年度繰越金の確定により、１,７１１万６,０００円を増額するものでございます。補正予

算の歳出内容につきましては、歳出予算書の事業説明で説明させていただきます。 

事業名、一般管理費、補正予算額６１７万５,０００円の増額でございます。子ども・子

育て支援金制度の創設により、令和８年度から医療保険者が保険料や介護保険料とあわせ

て、子ども・子育て支援金を賦課・徴収することから、新たな制度に対応したシステム改

修を行うものでございます。財源内訳欄は、事業費の全額を国庫補助金として受け入れる

ものでございます。 

事業名、介護納付金分、補正予算額２３万４,０００円の減額でございます。事業納付金

の確定によるものでございます。 

事業名、保険給付費等交付金償還金、補正予算額１,３５５万５,０００円の増額でござ

います。前年度の保険給付費等交付金、保険者努力支援交付金等の確定による償還金でご

ざいます。 

以上が令和７年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）の説明でございます。 

よろしくお願いいたします。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 事務当局の説明が終わりましたので、ご質疑のある方はご発

言ください。 

よろしいでしょうか。 

〔暫くして〕 

○委員長（鎌田鷹介議員）  

質疑もないようですので質疑を終わります。 

次に、議案第４０号、令和７年度三重県桑名郡木曽岬町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第１号）についてを議題とします。 

事務局に説明を求めます。 

○住民課長（伊藤正典課長） 委員長。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 伊藤住民課長。 

○住民課長（伊藤正典課長） 議案第４０号、令和７年度三重県桑名郡木曽岬町後期高齢

者医療特別会計補正予算（第１号）について説明させていただきます。 

令和７年度三重県桑名郡木曽岬町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、次

の定めるところによる。 

第１条第１項では、歳入歳出予算の補正について規定しており、歳入歳出予算の総額か

ら歳入歳出それぞれ４万４,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１億 

９,０９５万６,０００円とするものでございます。 

２項では、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正によるものでございます。 

この度の補正は歳入においては、国庫補助金６３万２,０００円の増額のほか、前年度繰
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越金の確定により６７万６,０００円を減額するものでございます。 

補正予算の歳出内容につきましては、歳出予算書の事業説明において説明させていただ

きます。 

事業名、一般管理費、補正予算額６３万３,０００円の増額でございます。国民健康保険

同様、子ども・子育て支援金制度の創設により、令和８年度から医療保険者が保険料とあ

わせて子ども・子育て支援金を賦課・徴収することから、新たな制度に対応したシステム

改修を行うものでございます。財源内訳欄は事業費の全額を国庫補助金として受け入れる

ものでございます。 

以上が令和７年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）の説明でございます。 

よろしくお願いいたします。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 事務当局の説明が終わりましたので、ご質疑のある方はご発

言ください。 

ご質疑はよろしいでしょうか。 

〔暫くして〕 

○委員長（鎌田鷹介議員） 質疑もないようですので、質疑を終わります。 

 次に、議案第４１号、令和７年度三重県桑名郡木曽岬町介護保険特別会計補正予算（第

１号）についてを議題とします。 

 事務局に説明を求めます。 

○福祉課長（黒田和弘課長） 委員長。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 黒田福祉課長。 

○福祉課長（黒田和弘課長） 議案第４１号、令和７年度三重県桑名郡木曽岬町介護保険

特別会計補正予算（第１号）でございます。令和７年度三重県桑名郡木曽岬町の介護保険

特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

歳入歳出予算の補正でございますが、第１条第１項、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ１,９６３万７,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７億 

１,９６３万７,０００円とするものでございます。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、第１表歳入歳出補正予算によるものでございます。 

第１表、歳入歳出予算補正でございます。歳入では１款の介護保険料から９款の繰越金

までの６款８項において、歳出では１款総務費から８款予備費までの４款４項において、

それぞれ１,９６３万７,０００円を追加し、補正後の予算額で７億１,９６３万 

７,０００円とするものでございます。 

歳入の本算定に伴う介護保険料についてご説明をさせていただきます。 

１款１項介護保険料、１目第１号被保険者保険料では３０万円を追加し、補正後の予算

額を１億７,３２５万５,０００円とするものでございます。 
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被保険者の前年所得確定に伴います本算定により追加補正をさせていただくもので、特

別徴収分で１０４万６,０００円を減額し、普通徴収分で１３４万６,０００円を追加する

ものでございます。 

次に、歳出については、歳出予算の事業説明にてご説明をさせていただきます。 

事業名、認定調査費では、補正予算額１４６万４,０００円でございます。認定調査に係

る調査員支援システムの導入に伴います経費を追加するものでございます。 

事業名、介護給付費準備基金積立金では、補正予算額１,０００万円でございます。前年

度繰越金が確定したことに伴いまして、剰余金について積み立てを行うものでございま

す。 

次に、事業名、償還金では、補正予算額２７４万５,０００円でございます。前年度の国

庫、県支出金及び支払基金交付金並びに一般会計過年度超過繰入金の精算に伴う返還金に

要する費用を追加するもので、補正理由欄に記載のとおりでございます。 

最後に、予備費では、予算調整のため、５４２万８,０００円を追加させていただくもの

でございます。 

議案第４１号、令和７年度三重県桑名郡木曽岬町介護保険特別会計補正予算（第１号）

のご説明は以上でございます。 

よろしくお願いいたします。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 事務当局の説明が終わりましたので、ご質疑のある方はご発

言ください。 

ご質疑よろしいですか。 

〔暫くして〕 

○委員長（鎌田鷹介議員） 質疑もないようですので、質疑を終わります。 

 次に、議案第４４号、令和６年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計歳入歳出決算認定につ

いての所管部分を議題とします。 

 事務局に説明を求めます。 

○住民課長（伊藤正典課長） 委員長。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 伊藤住民課長。 

○住民課長（伊藤正典課長） 議案第４４号、令和６年度一般会計歳入歳出決算認定につ

いて、所管別に説明をさせていただきます。 

まず住民課所管分でございます。 

国民健康保険特別会計繰出金、決算額５,４４９万２,０７６円でございます。実績欄、

主なものは、国民健康保険財政基盤安定繰出金は、保険料の軽減等に対する支援、国民健

康保険未就学児均等割保険料負担金繰出金は、均等割保険料の減額に対する支援、町特別

会計事務費繰出金は、人件費や事務費、国民健康保険事業費助成繰出金は保険事業に対す

るものでございます。 
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特定財源は国・県補助金を受け入れるものでございます。 

事業名、後期高齢者医療特別会計繰出金、決算額１億２９９万４,３８４円でございま

す。後期高齢者医療広域連合療養給付費繰出金は、医療給付費の１２分の１の額を、後期

高齢者医療広域連合保険基盤安定繰出金は、保険料の軽減相当額を、後期高齢者医療広域

連合共通経費繰出金の算出は、均等割が１０％、人口割が４５％。高齢者割が４５％の割

合の額を、町特別会計事務費繰出金は、事務費相当額でございます。 

財源内訳は県補助金を受入れるものでございます。 

事業名、狂犬病予防対策事業、決算額３４万３,６５５円でございます。実績欄の主なも

のは畜犬・猫の避妊等の手術補助金で総数は２９件分の補助でございます。 

事業名、火葬場運営事業、決算額３８７万２,９４５円でございます。火葬の執行に係る

年間委託料のほか、再燃炉の修繕工事を行ったものでございます。 

事業名、し尿処理費、決算額５９６万８,３４３円でございます。桑名・員弁広域連合構

成自治体負担金は、団体数割が１０％、利用割が９０％で、搬入実績により一般会計が 

２７％、下水道事業会計が７３％の負担でございます。 

事業名、一般ごみ収集処理事業、決算額９,４９２万５,４２９円でございます。実績欄

主なものは、ごみ収集投棄委託料は年間の委託分で、令和６年度の一般家庭からの収集ご

みは１,１２５トンで対前年度比４.７％の減となりました。ごみ減量化設備購入補助金

は、電気式生ごみ処理機４件、生ごみ処理槽２件の補助でございます。 

事業名、資源ごみ収集処理事業、決算額８９５万３,８３４円でございます。実績欄の主

なものは、資源ごみ回収事業地区報奨金は、３６団体への活動報奨金、資源ごみ回収団体

育成助成金は、子ども会が２団体、一般が１団体の活動助成金でございます。 

特定財源は、三重県市町振興協会市町村交付金、資源ごみ売払手数料を受け入れている

ものでございます。 

事業名、環境衛生費、決算額６５万４,９８２円でございます。桑名・員弁広域連合構成

自治体分担金は、均等割が５０％、人数割が５０％による負担でございます。 

住民課所管分の説明は以上でございます。 

○福祉課長（黒田和弘課長） 続きまして、福祉課所管部分でございます。 

事業名、社会福祉総務費では決算額２,５５０万８,０１８円でございます。町社会福祉

協議会の補助金や戦没者追悼式に要した経費など、実績欄に記載のとおりでございます。 

事業名、物価高騰支援事業では、決算額１,４４２万１,２２１円でございます。物価高

騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用して、全世帯に商品券を配布したもので、１世

帯当たり５,０００円。２,５８８世帯に配布をいたしました。 

事業名、生活困窮者就労準備支援等事業では、決算額５００万円でございます。生活困

窮者やその家族などの支援のため、国の補助金を活用して、身近な相談窓口を設置し相談

支援体制の機能強化を図ったもので、木曽岬町社会福祉協議会への委託料でございます。 
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事業名、老人福祉費では、決算額３７３万５,１１４円でございます。介護保険事業運営

委員会の委員報酬２回分や９５歳・１００歳を迎えられた方の長寿者褒賞に要する経費の

ほか、老人緊急通報システム、在宅介護支援センターの業務委託料など、実績欄に記載の

とおりでございます。 

事業名、介護保険特別会計繰出金では、決算額９,８４２万８,０００円でございます。 

介護保険事業の適正な運営のための介護保険特別会計の繰出金で、介護給付費繰出金のほ

か、実績欄に記載のとおりでございます。 

なお、このうち介護保険低所得者保険料繰出金につきましては、特定財源欄に記載のと

おり、国・県からの負担金を財源としております。 

事業名、障がい者福祉費では、決算額３,２５０万５,４５６円でございます。町の独自

事業である心身障害者福祉年金や重度身体障害者等福祉制度補助金のほか、相談支援業務

に係る経費など、その内容は実績欄に記載のとおりでございます。 

特定財源として国・県からの地域生活支援事業費補助金などを財源としております。 

次に、事業名、障害者自立支援給付費では、１億１,０３４万８,７０９円でございま

す。特定財源欄に記載の国・県からの負担金を財源として行う障害者の介護給付や訓練給

付などの自立支援給付費で、その内容は実績欄に記載のとおりでございます。 

次に、事業名、臨時特別給付費では、決算額２５９万円でございます。物価高騰対応重

点支援地方創生臨時交付金を財源に、住民税非課税世帯に７万円を支給した事業に要した

経費でございます。 

事業名、低所得者支援給付金では、決算額３,４４２万９,２７５円でございます。物価

高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を財源に、住民税均等割のみ課税の世帯に対して、

１世帯当たり１０万円と、その世帯に属する１８歳以下のこども１人当たり５万円を支給

するもので、給付金のほか、システム対応委託料など実績欄に記載のとおりでございま

す。 

事業名、定額減税補足給付金では、決算額５,０９３万９,２４７円でございます。物価

高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を財源に所得税及び住民税から定額減税し切れない

と見込まれた方に対して、１人当たり最大４万円を給付した事業で、給付金のほかシステ

ム対応委託料など、実績欄に記載のとおりでございます。 

福祉課所管部分につきましては以上でございます。 

○子ども・健康課長（佐藤信恵課長） 続きまして、子ども・健康課所管部分でございま

す。 

事業名、福祉医療事業では、決算額４,５０７万９,４４３円でございます。主なもの

は、扶助費で総額は３,９２７万４,７１２円となり、その内容は実績欄に記載のとおりで

ございます。昨年度との比較では、６５歳以上重度障がい者医療費は増加し、障がい者医

療費、一人親家庭医療費、子ども医療費については減少しております。 
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なお、特定財源として障がい者医療費補助金など、記載の補助金を財源としておりま

す。 

事業名、児童手当及び子ども手当事業では、決算額８,００４万７,７３６円でございま

す。昨年度の対象者は６４３名で、令和５年度に比べて１３９名増加しましたが、これは

令和６年１０月の制度改正により対象者が拡充されたことによるものでございます。その

他制度改正に伴うシステム改修費など、実績欄に記載のとおりで、国・県からの児童手当

負担金などを財源としております。 

事業名、すこやか赤ちゃん事業では、決算額６５万９,２５１円でございます。出産祝い

金を給付するもので、昨年度は１３名に支給しました。なお詳細については、実績欄に記

載のとおりです。 

事業名、こども園運営費では、決算額１,３１９万９,８６１円でございます。園運営に

要する費用の支出で、教材費や評議員報酬のほか、実績欄に記載のとおりでございます。 

また、特定財源として保育料などを財源としております。 

事業名、保健衛生総務費では、決算額１,１１８万７,５２０円でございます。海南病院

の施設整備や救命救急センターの運営のための補助金が主なもので、その他実績欄に記載

のとおりでございます。 

事業名、予防費では、決算額２,３５９万６,８８３円でございます。予防接種補助金を

財源に実施した各種予防接種に要した費用で、詳細は実績欄に記載のとおりでございま

す。なお、令和６年１０月より、高齢者コロナワクチン予防接種ならびに子どものインフ

ルエンザ助成事業を新たに実施しております。 

事業名、新型コロナウイルスワクチン事業費では、決算額２４万１,９７４円でございま

す。令和５年度の新型コロナワクチン接種事業に要した費用の精算に要した費用でござい

ます。 

事業名、出産・子育て応援事業では、決算額３３０万１,８８７円でございます。国・県

からの交付金を財源に実施した出産・子育て応援交付金の支給に要した費用で、昨年度は

出産応援給付金を２３名、子育て応援給付金を２０名に給付を行ったもので、その他、実

績欄に記載のとおりでございます。 

事業名、がん検診事業費では、決算額５６４万２,０３７円でございます。がん検診負担

金などを財源に実施した各種がん検診に要した費用で、主な内容は実績欄に記載のとおり

でございます。 

子ども・健康課所管部分は以上でございます。 

○教育課長（村上強課長） 続きまして教育課所管部分でございます。 

事業名、夢とふれあい教育基金事業では、決算額４０９万円でございます。夢とふれあ

い教育基金を特定財源として実施する修学奨励金貸与事業において、貸与者５名分に対し

奨学金２４０万円を貸し付け、貸付金の返還者９名分の返還金１６９万円を積み立てして
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おります。 

事業名、学校教育経費では、決算額１,６２９万４,１４８円でございます。学校の授業

以外での小学生の自主学習として、保護者の協力を得ながら実施している、土曜チャレン

ジスクールの経費や小中学校校務用パソコン更新の購入費用、ＧＩＧＡスクール推進事業

における通信設備やタブレット端末の保守管理経費、学校司書を配置する学校図書室管理

業務や小学生の下校時安全監視員の経費など、その内容は実績欄に記載のとおりでござい

ます。そして小中学校校務用パソコン更新は、令和５年度と６年度の２ヵ年事業であり、

令和６年度で更新を完了しております。 

また、特定財源として、ＧＩＧＡスクールネットワークの保守経費に対する補助金とし

て公立学校情報機器補助金、講師謝礼金に対する補助金として学校支援地域本部推進事業

補助金を受け入れております。 

事業名、森林環境教育事業では、決算額１０８万３,５６０円でございます。木曽三川水

源地域対策基金助成金を財源として、中学１年生が、郷土教育の一環として実施する長野

県木祖村での自然体験学習の経費で、その内容は実績欄に記載のとおりでございます。な

お、令和５年度は生徒３５人につき大型バス１台で移動することができましたが、令和６

年度は生徒４５人のため、大型バス２台となり、事業費の増となりました。 

事業名、社会教育諸経費では、決算額２０６万８,９４４円でございます。教育委員会が

実施する社会教育分野の各種事業の経費であり、社会教育委員の報酬や、あおいそら運動

や、やろまい夏まつりなどの事業について、補助金により活動支援しており、その内容は

実績欄に記載のとおりでございます。なお、木曽岬子ども未来塾補助金については、県支

出金の学校支援地域本部推進事業補助金を財源としております。 

事業名、文化振興諸経費では、決算額２１２万７,０００円でございます。町の文化振興

のため活動している文化協会の補助金のほか、教育委員会が主催する文化イベントの開催

経費等の経費であり、その内容は実績欄に記載のとおりでございます。 

事業名、放課後子ども教室推進事業は、決算額１２５万６,４４６円でございます。小学

生の居場所づくりとして、主に土曜日に北部公民館で実施するホリデー教室の経費を計上

しており、講師謝礼金や教室の材料費など、その内容は実績欄に記載のとおりでございま

す。なお、この事業につきましては、県支出金の放課後子ども教室推進事業補助金を財源

としているほか、公民館教室・学級負担金の歳入がございます。 

事業名、図書館費では、決算額１,３４４万８,２８７円でございます。町立図書館の運

営に関する経費であり、運営委託料やシステム借上料のほか、その内容は実績欄に記載の

とおりでございます。財源を受け入れております、図書館事業負担金は、図書館宿泊・朝

活体験会の参加者負担金でございます。 

事業名、体育振興経費では、決算額８３２万４,３９９円でございます。町民の皆様に健

康な毎日を過ごしていただくため、町が実施するスポーツ系講座の開講経費や、美し国三
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重市町対抗駅伝に出場するための運営委託料、体育協会をはじめとする各種スポーツ団体

への補助金など、その内容は実績欄に記載のとおりでございます。 

事業名、町体育館経費では、決算額１,１２０万９,７５５円でございます。町体育館の

維持管理費用であり、令和６年度ではアリーナ壁・廊下廻り塗装修繕工事を実施しまし

た。令和５年度では、高圧受電設備更新工事およそ３,１００万円、放送設備更新２９７万

円を実施しており、決算額が多い年度でございましたので、令和６年度決算額は前年度比

およそ３,３５９万円の減となっております。そのほかの内容は実績欄に記載のとおりでご

ざいます。施設の使用料歳入がございます。 

事業名、木曽川グラウンド経費では、決算額５５７万６,６９０円でございます。木曽川

グラウンドの維持管理費用であり、その内容は実績欄に記載のとおりでございます。施設

の使用料歳入がございます。 

事業名、学校給食運営費では、決算額３,２６９万８,８８２円でございます。学校給食

を実施するための材料費や光熱水費を計上しており、その内容は実績欄に記載のとおりで

ございます。学校給食費の負担金として小学校と中学校、そして教職員からの歳入の受け

入れがございます。 

事業名、給食センター維持管理経費では、決算額９１９万５,７００円でございます。 

学校給食の安定した実施を図るため、給食センターの維持管理費用であり、その主な内容

は厨房内の清掃業務のほか、実績欄に記載のとおりでございます。回転釜更新・移設工事

と調理室空調機取替工事を行っており、工事請負費の増額により、決算額が前年度と比較

し増額となっております。 

続きまして、小学校費となります。 

事業名、学校維持管理経費では、決算額１,６０８万２,２７４円でございます。小学校

の維持管理費用であり、校舎や遊具の不具合箇所の修繕のほか、その内容は実績欄記載の

とおりでございます。受水槽廻りフェンス取り替え工事やプール内及び洗い場塗装修繕工

事また運動場整地工事を行っております。 

事業名、教材整備費では、決算額４６０万４,８３０円でございます。授業で必要な教材

の購入経費が主なもので、その内容は実績欄に記載のとおりでございます。備品購入費で

は、国庫支出金の、理科教育設備整備等補助金を財源として、プログラミング教材と充電

器を購入しました。なお、令和６年度は教科書の採択替えに伴い、教師用指導書を購入し

ておりますので、決算額が前年度と比較し増額となっております。 

続きまして、中学校費となります。 

事業名、学校維持管理経費では、決算額１,７５２万６,８８７円でございます。中学校

の維持管理に係る経費であり、中学校体育館トイレ改修工事のほか、その内容は実績欄に

記載のとおりでございます。１２月補正にて予算計上させていただきました、職員室系統

空調機取替工事につきましては、７１９万８,０００円を繰越明許費として翌年度繰越をし
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ております。 

事業名、学校管理経費では、決算額４０９万４,２１７円でございます。関係団体への負

担金や修学旅行・部活動などに対する補助金のほか、特別支援教育就学奨励費や準要保護

生徒への就学援助費であり、その内容は実績欄に記載のとおりでございます。なお、特別

支援教育就学奨励費については、国庫支出金の特別支援教育就学奨励費補助金を財源とし

ております。 

以上が教育課所管部分でございます。 

以上、議案第４４号、委員会所管部分のご説明でございます。 

よろしくお願いいたします。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 事務当局の説明が終わりました。ご質疑のある方はご発言く

ださい。 

○副委員長（後藤紀子議員） 委員長。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 後藤委員。 

○副委員長（後藤紀子議員） ７９ページの社会福祉費の福祉医療事業のところですが、

下の方のマイナ保険証確認用ノートパソコン等ですが、マイナ保険証確認用の専用のもの

が必要だったということなのか、国からの指示なのかというのと、「等」に何が含まれて

るのか教えてください。 

○子ども・健康課長（佐藤信恵課長） ご質問ありがとうございます。 

まず、マイナ保険証確認用のノートパソコンについてでございますが、保健センター

で、行っております特定健診の際に、国民健康保険もしくは後期高齢者の保険に加入して

いる人であるか、というのを確認するために保険証の確認が必要です。 

今、マイナンバー化になっておりまして、マイナ保険証は、リーダーで読み込まないと

表面だけでは保険に加入しているかどうかが不明ですので、それを読み込むためのカード

リーダーが必要になってきます。それを使う健診の際、設置型のパソコンとコードをロビ

ーの方へ持っていくので、他の業務に使わない専用のものを買わせていただいておりま

す。 

○委員長（鎌田鷹介議員） よろしいでしょうか。 

○副委員長（後藤紀子議員） 委員長。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 後藤委員。 

○副委員長（後藤紀子議員） その設置型っていうのは、ノートパソコンの設置型のもの

ということですか。ノートパソコンが設置型の専用のものっていうのがちょっとよくわか

らないのですが、それが必要だったのかというのと、ノートパソコンが他に余ってなかの

ですか。リーダーだけ買ったら問題なかったような気もするのですが、どうでしょうか。 

○子ども・健康課長（佐藤信恵課長） 委員長。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 佐藤子ども・健康課課長。 
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○子ども・健康課長（佐藤信恵課長） 設置型というのが、事務所内で設置してある業務

用パソコンで、すぐに移動することができないということでした。それ以外に、ノートパ

ソコン等危機管理課で余っているものはないか確認したのですが、かなり機種が古いとい

うことでしたので、子ども・健康課でノートパソコンとカードリーダーを新規に購入させ

ていただきました。 

以上です。 

○副委員長（後藤紀子議員） 委員長。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 後藤委員。 

○副委員長（後藤紀子議員） ノートパソコンがないっていうことなんですね。デスクト

ップのものしかない。私も内部の関係がわかんないんですけど。 

○委員長（鎌田鷹介議員） ３回目の発言になりますが、よろしいですか。 

○委員（後藤紀子議員） はい、良いです。 

○子ども・健康課長（佐藤信恵課長） 委員長。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 佐藤子ども・健康課課長。 

○子ども・健康課長（佐藤信恵課長） 事務所内でノートパソコンを使っているのはネッ

ト型で設置しているものになりますので、そちらは他の業務で使うので、半日ロビーで専

用に使うことができないので、専用のものを、購入しました。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 他に、ご質疑よろしいでしょうか。 

〔暫くして〕 

○委員長（鎌田鷹介議員） 質疑もないようですので、質疑を終わります。 

ここで、暫時休憩にいたします。 

次の開始は、１０時１０分開始でお願いします。 

午前 ９時５０分休憩   

午前１０時１０分再開   

○委員長（鎌田鷹介議員） 休憩を解き委員会に戻します。 

次に、議案第４６号、令和６年度三重県桑名郡木曽岬町国民健康保険特別会計歳入歳出

決算認定についてを議題とします。 

 事務局に説明を求めます。 

○住民課長（伊藤正典課長） 委員長。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 伊藤住民課長。 

○住民課長（伊藤正典課長） それでは議案第４６号、令和６年度三重県桑名郡木曽岬町

国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について説明をさせていただきます。 

地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和６年度三重県桑名郡木曽岬町国民健康

保険特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでござ

います。 
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令和６年度木曽岬町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の歳入では、１款国民健康保険

料から９款諸収入までの９つの款と、それに付随する１３の項で構成をされており、予算

現額は、総額で７億５,３０２万円、調定額８億１,０７７万６,１８６円に対し、収入済み

額７億５,９１５万９,３４４円、不納欠損額４９３万２,５２０円、収入未済額が 

４,６６８万４,３２２円の決算となりました。 

令和６年度の保険料収納率でございますが、現年度分の収納率は９３.２５％、前年度比

較で０.４１ポイント減少、また過年度分の収納率は１５.６８％、前年度比較で２.４３ポ

イント増加となりました。不納欠損につきましては、住所抹消による執行停止中の時効が

９件、徴収権不履行による事項が８件の計１７件でございます。 

歳出では、１款総務費から１０款予備費までの９つの款と、それに付随する１９の項で

構成されており、その予算現額は７億５,３０２万円、支出済み額が７億３,８４７万 

３２７円で、不用額は１,４５４万９,６７３円の決算となりました。 

なお、令和６年度末の国民健康保険制度の加入者は前年度末より１２人減少し１,２９３

人でございます。 

歳出の主な内容は、歳出決算書事業説明において説明をさせていただきます。 

事業名、一般管理費、決算額６７２万３,１３６円でございます。実績欄の主なものは、

健康保険証の一体化に伴うシステム改修作業委託料のほか、被保険者証や医療費通知に要

する諸用紙、郵送料、電算処理委託料でございます。特定財源は、システム改修費用を受

け入れるものでございます。 

事業名、一般被保険者療養給付費、決算額４億２,１９９万５０３円でございます。医療

費の保険者負担分で、負担額の前年度比較では３,２５０万円余り、率にして８.３％の増

となっております。 

事業名、一般被保険者療養費、決算額３５３万７,２４３円でございます。鍼灸マッサー

ジなどの施術料、補装具の保険者負担分で、前年度に対し３２万円余り、率にして８.２％

の減でございます。 

事業名、一般被保険者高額療養費、決算額６,８０７万９,０８２円でございます。医療

費の自己負担額の負担限度額を超えた支給分で、前年度に対し１,０５７万円余り、率にし

て１８.４％の増でございます。 

事業名、出産育児一時金、決算額２００万円でございます。被保険者の出産に係る支給

分で４件分でございます。 

事業名、葬祭費、決算額３０万円でございます。被保険者の死亡に係る葬祭費用の支給

で６件分でございます。 

事業名、一般被保険者医療給付費分、決算額１億４,０４２万３,４４７円でございま

す。財政運営主体の県に納付する医療給付費分で前年度に対し３８万円余り、０.３％の増

額でございます。 
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事業名、一般被保険者後期高齢者支援金等分、決算額５,１４９万４,５７９円でござい

ます。財政運営主体の県に納付する後期高齢者支援金等分で、前年度に対し１５４万円余

り、２.９％の減額でございます。 

事業名、介護納付金分、決算額１,９２２万２,４４４円でございます。財政運営主体の

県に納付する介護納付金分で、前年度に対し１１６万円余り、６.４％の増額でございま

す。 

事業名、特定健康診査等事業費、決算額９５４万２,６４６円でございます。実績欄の主

なものは、未受診者対策事業委託料は、特定健康診査や特定保健指導の受診率向上に向け

た対策を委託したもので、令和６年度の受診率は４８.５％で、前年度より２.５ポイント

増加をしております。 

事業名、保険給付費等交付金償還金、決算額７２９万３,９６０円でございます。令和５

年度の保険給付費交付金の精算により過大となった交付金の返還金でございます。 

以上が事業説明でございます。 

実質収支に関する調書でございます。 

歳入総額７億５,９１５万９,３４４円、歳出総額７億３,８４７万３２７円、歳入歳出差

引額は２,０６８万９,０１７円、翌年度へ繰り越すべき財源はございませんので、実質収

支額は差し引き額と同額となっております。 

以上が令和６年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の説明でございます。 

よろしくお願いいたします。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 事務当局の説明が終わりましたので、ご質疑のある方はご発

言ください。 

よろしいでしょうか。 

〔暫くして〕 

○委員長（鎌田鷹介議員） 質疑もないようですので、質疑を終わります。 

 次に、議案第４７号、令和６年度三重県桑名郡木曽岬町後期高齢者医療特別会計歳入歳

出決算認定についてを議題とします。 

 事務局に説明を求めます。 

○住民課長（伊藤正典課長） 委員長。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 伊藤住民課長。 

○住民課長（伊藤正典課長） 議案第４７号、令和６年度三重県桑名郡木曽岬町後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算認定について説明をいたします。 

地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和６年度三重県桑名郡木曽岬町後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付するものでご

ざいます。 

令和６年度木曽岬町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の歳入では、１款後期高齢者
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医療保険料から５款繰越金までの５つの款と、それに付随する６つの項で構成されてお

り、その予算総額は総額で２億６８４万円、調定額１億９,９３０万７,６２１円に対し、

収入済み額１億９,９３２万５,８２３円、収入超過額１万８,２０２円の決算となりまし

た。 

令和６年度の保険料収納率でございますが、現年度分の収納率は９９.９１％、前年度比

較で０.２１ポイント増加となっております。また、過年度分ではすべて完納となっており

ます。 

歳出では、１款総務費から５款予備費までの５つの款と、それに付随する６つの項で構

成されており、その予算現額は２億６８４万円、支出済み額は１億９,８８０万８６０円

で、不用額は８０３万９,１４０円の決算となりました。 

なお、令和６年度末の後期高齢者医療制度の加入者は、前年度末より１２人増加して 

１,１２２人でございます。 

歳出の主な内容は、歳出決算書事業説明において説明をさせていただきます。 

事業名、後期高齢者医療広域連合納付金、決算額１億９,５６８万７,８０８円でござい

ます。保険料負担金は歳入で受入れる保険料の相当額を、保険基盤安定負担金は保険料の

軽減分を、共通経費負担金は規約に基づく負担割合を、療養給付費負担金は医療給付費の

１２分の１の額を負担したものでございます。 

納付金の総額は、前年度に対し２,２３７万円余り、１２.９％の増額でございます。 

なお、令和６年度の医療費総額は９億２,８００万円余りで、前年度比較で６.７％増加

しております。 

以上が事業説明でございます。 

実質収支に関する調書でございます。 

歳入総額１億９,９３２万５,８２３円、歳出総額１億９,８８０万８６０円、歳入歳出の

差引額５２万４,９６３円、翌年度に繰り越すべき財源はございませんので、実質収支額は

差し引き額と同額となりました。 

以上が、令和６年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の説明でございます。 

よろしくお願いいたします。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 事務当局の説明が終わりましたので、ご質疑のある方はご発

言ください。 

よろしいでしょうか。 

〔暫くして〕 

○委員長（鎌田鷹介議員） 質疑もないようですので、質疑を終わります。 

次に、議案第４８号、令和６年度三重県桑名郡木曽岬町介護保険特別会計歳入歳出決算

認定についてを議題とします。 

事務局に説明を求めます。 
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○福祉課長（黒田和弘課長） 委員長。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 黒田福祉課長。 

○福祉課長（黒田和弘課長） 議案第４８号、令和６年度三重県桑名郡木曽岬町介護保険

特別会計歳入歳出決算認定についてでございます。 

地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和６年度三重県桑名郡木曽岬町介護保険

特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付するものでございま

す。 

歳入につきましては、１款介護保険料から１０款諸収入までの１０の款と、それに付随

する１５の項で構成されており、その予算現額は総額で６億６,８６４万５,０００円、 

調定額は６億７,２２５万７,５５３円で、収入済み額は６億６,９５７万２,５５３円、 

不納欠損額は６１万３００円、収入未済額は２０７万４,７００円となっております。 

介護保険料につきましては、不納欠損は１５名分、収入未済額は未納者４９名分で、収

納率は現年度分で９９.５％でございました。 

続きまして歳出でございますが、１款総務費から８款予備費までの７つの款と、それに

付随する１５の項で構成されており、その予算現額は歳入同様６億６,８６４万 

５,０００円でございます。 

支出済み額は６億５,７１１万２,３０１円で、不用額は１,１５３万２,６９９円となっ

ております。 

続いて、歳出決算書の事業説明資料にてご説明をさせていただきます。 

事業名、認定調査費では、決算額３９０万４,５６４円でございます。介護認定調査に伴

う調査員への報酬や、主治医意見書の作成手数料、また桑名市と本町で共同設置しており

ます介護認定審査会の負担金等に要する経費の支出で、その内容は事業の主な実績欄に記

載のとおりでございます。 

次に事業名、保険サービス等諸費では、決算額５億９,５５９万２,３２３円でございま

す。特定財源欄に記載のとおり、国・県から介護給付費負担金などを財源として、様々な

介護給付に係る費用を支出しております。なお、保険給付につきましては、支出額全体の

９０.６％を占め、前年度より約４,０００万円ほどの増額となっております。当初予算に

対して予算額が１,７００万円ほど増加しているのも、給付見込みにより予算を追加したこ

とによるものでございます。事業の主な実績でございますが、最上段の居宅介護サービス

費は、要介護者が指定居宅サービス事業者の行う在宅サービスを受けた場合に要する経費

で、その実績額は２億６８７万５,０６７円で、保険給付費の約３４.７％を占めており、

昨年度と比べ３,２００万円ほどの増加となっております。 

３行目の施設介護サービス給付費は、要介護者が介護老人福祉施設等に入所し施設サー

ビスを受けたことによる経費で、その実績額は３億１１０万３,５４６円で、保険給付費の

５０.６％を占めており、昨年度と比べ約８５０万円の増加となっております。その他、そ
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れぞれの給付に係る費用の詳細につきましては、実績欄に記載のとおりでございます。 

事業名、高額介護サービス費では、決算額１,２６９万８,６９３円でございます。介護

サービス費の１ヶ月の利用者負担額が上限額を超えた対象者について、申請による払い戻

しに要する経費を支出しており、国・県からの介護給付費負担金などを財源としておりま

す。 

事業名、介護予防・生活支援サービス事業費では、決算額１,３７２万４,９７１円でご

ざいます。要支援者等が自立した日常生活を送ることができるよう、様々なサービスの提

供に要した経費で、インストラクターの報償費のほか、実績欄に記載のとおりでございま

す。なお、この事業の財源につきましては、国・県からの地域支援事業交付金のほか、特

定財源欄に記載のとおりの交付金を受けております。 

事業名、一般介護予防費では、決算額１６１万５,６９５円でございます。一般被保険者

の各種教室など介護予防事業に要する経費を支出しており、その内容は実績欄に記載のと

おりでございます。この事業の財源につきましても、地域支援事業交付金などを特定財源

欄に記載のとおりでございます。 

事業名、総合相談事業費では、決算額１,４８６万６,７７８円でございます。地域包括

支援センターの業務に要する経費を支出しており、地域包括支援センター出向職員の人件

費のほか、実績欄に記載のとおりでございます。特定財源につきましては、地域支援事業

交付金のほか、記載のとおりでございます。 

事業名、在宅医療・介護連携推進事業費では、決算額５４万５,８１６円でございます。

桑名市と共同で事業実施をしております桑名市在宅医療・介護連携支援センターの負担金

が主なもので、国・県からの地域支援事業交付金を財源としております。 

事業名、生活支援体制整備事業費では、決算額３８５万２,９７３円でございます。高齢

者の生活支援等サービス体制整備を推進していくことを目的に実施する生活支援コーディ

ネーター事業の社会福祉協議会への委託料で、地域支援事業交付金を財源としておりま

す。 

以上が、事業説明書の説明でございます。 

次に、実質収支に関する調書でございます。 

歳入総額６億６,９５７万２,５５３円、歳出総額６億５,７１１万２,３０１円、歳入歳

出差引額１,２４６万２５２円、翌年度へ繰り越すべき財源はございません。 

実質収支額は１,２４６万２５２円でございます。 

議案第４８号、令和６年度三重県桑名郡木曽岬町介護保険特別会計歳入歳出決算認定に

ついてのご説明は以上でございます。 

よろしくお願いいたします。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 事務当局の説明が終わりましたので、ご質疑のある方はご発

言ください。 
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○副委員長（後藤紀子議員） 委員長。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 後藤委員。 

○副委員長（後藤紀子議員） １０ページの介護予防・生活支援サービス事業費ですが、

この中でインストラクターさんがみえて筋力アップというのを、延べ３８回されていると

いうことですが、毎回どれぐらいの定員で、どれぐらいの方が、参加されているのかを教

えていただきたいです。 

○福祉課長（黒田和弘課長） 委員長。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 黒田福祉課長。 

○福祉課長（黒田和弘課長） 筋力アップ教室につきましては、週に１回、ワンクールで

１２回やっておりますので、昨年度参加いただいた方の実績で、年間で延べ２４５名とな

っております。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 後藤委員、よろしいでしょうか。 

○副委員長（後藤紀子議員） 委員長。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 後藤委員。 

○副委員長（後藤紀子議員） 詳しくなくて申し訳ないですが、その方たちはどういう形

で募集をかけてらっしゃるのでしょうか。 

○福祉課長（黒田和弘課長） 委員長。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 黒田福祉課長。 

○福祉課長（黒田和弘課長） 介護予防の方につきましては、要支援の方、チェックリス

トでそこまではいかないけれど今のうちに初めていただいた方がという方が対象となりま

す。もう１つ別で、一般高齢者の介護予防というものがございまして、こちらは一般の高

齢者の方という仕分けをさせていただいて、事業に取り組んでいるというところでござい

ます。 

介護予防という部分については要支援の方、一般高齢者介護予防というところは一般の

６５歳以上の高齢者の方、という仕分けをさせていただいています。 

募集については、要支援ですと、介護認定を受けてみえる方ですので、包括支援センタ

ーの職員が、お声がけをさせていただいて、お誘いをして来ていただいているというとこ

ろが現状でございます。 

以上でございます。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 後藤委員、よろしいでしょうか。 

○副委員長（後藤紀子議員） 委員長。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 後藤委員。 

○副委員長（後藤紀子議員） もう少し詳しく教えてください。さっきのトータルの人数

というのは、一般の方は含まれてない、要支援の方の人数ということですね。 

○福祉課長（黒田和弘課長） 委員長。 
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○委員長（鎌田鷹介議員） 黒田福祉課長。 

○福祉課長（黒田和弘課長） はい。そうです。 

○副委員長（後藤紀子議員） ありがとうございます。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 他によろしいでしょうか。 

〔暫くして〕 

○委員長（鎌田鷹介議員） 質疑もないようですので、質疑を終わります。 

次に、議案第５２号、木曽岬町体育館屋根及び外壁等改修工事契約についてを議題とし

ます。 

事務局に説明を求めます。 

○教育課長（村上強課長） 委員長。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 村上教育課長。 

○教育課長（村上強課長） 議案第５２号、木曽岬町体育館屋根及び外壁等改修工事契約

についてのご説明をさせていただきます。 

この度、契約を締結する内容ですが、令和７年度木曽岬町体育館屋根及び外壁等改修工

事です。契約の方法は一般競争入札、契約金額は８,４１５万円、うち取引に係る消費税及

び地方消費税の額、７６５万円でございます。契約の相手方は、三重県桑名市大仲新田字

新井水掛５５５番地の５、株式会社藤井建設、代表取締役藤井智也でございます。 

提案理由として、木曽岬町体育館屋根及び外壁等改修工事の契約の締結については、地

方自治法第９６条第１項第５号及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分

に関する条例第２条の規定により議会の議決を得る必要があり、これがこの議案を提案す

る理由でございます。なお参考としまして、建設工事請負仮契約書を添付させていただき

ました。工期の着手は議会議決の日、完成は令和８年３月１３日でございます。 

説明は以上でございます。 

よろしくお願いします。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 事務当局の説明が終わりましたので、ご質疑のある方はご発

言ください。 

○委員（伊藤好博議員） 委員長。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 伊藤委員。 

○委員（伊藤好博議員） 仮契約書についてですが、工事内容を、屋根・外壁の修理に対

する見積もりを出すというのか、この契約書を交わすまでの手段として、他の業者との見

積もりで、違いは大きくあったのですか。そこのところを聞かせてください。 

○教育課長（村上強課長） 委員長。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 村上教育課長。 

○教育課長（村上強課長） ご質問ありがとうございます。 

このたびの工事発注を行うにあたり、令和６年度において、屋根及び外壁改修工事設計
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業務委託を発注させていただきました。歳出決算書事業説明にございますとおり１９８万

円にて、業務委託を発注し、設計を固めております。そしてこの度、７月２４日の一般競

争入札においては、２社から参加の申し込みがあり、ご報告のとおり株式会社藤井建設と

仮契約となっておりますが、もう１社の金額でございますが、制限価格を下回った金額を

提示され、失格となっております。 

以上でございます。 

○委員（伊藤好博議員） 委員長。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 伊藤委員。 

○委員（伊藤好博議員） 価格、仕事内容に関しては、私たちは素人で、判断はできかね

るのですが、差が大きすぎる要因をしっかりと見て、請負わせた藤井建設に対して、仕様

書等において、こちらの意見を、しっかりと伝えていただきたいと思います。 

入札以下ということは、もっと安くできたということも考えられるのですが、それは最

低価格より下回ったから駄目だった理由というものか。なぜその差が開いたか調べて、今

後完成までの間にこの金額が正当であるのかというのを確認しながら、工事を進めていっ

ていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○教育課長（村上強課長） 委員長。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 村上教育課長。 

○教育課長（村上強課長） 一般競争入札において、参加業者の方からは、入札額と合わ

せてその入札額の内訳書の提出を受けております。その内訳書を元に、この度の工事発注

においては、三重県建設技術センターと工事監督の契約を結んでおりますので、契約、入

札価格の内訳について、詳細のアドバイスを求めていきたいと思っております。 

○委員長（鎌田鷹介議員） よろしいでしょうか。 

○委員（伊藤好博議員） はい、ありがとうございます。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 他にご質疑よろしいでしょうか。 

〔暫くして〕 

○委員長（鎌田鷹介議員） 他に質疑もないようですので、質疑を終わります。 

これまで個別に審査し、質疑をいただき進めてきましたが、最後にこれまで議題としま

したすべての議案について再度ご質疑がございましたらご発言願います。 

○委員（伊藤好博議員） 委員長。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 伊藤委員。 

○委員（伊藤好博議員） 議案第３８号の一般会計補正予算、２９ページの子育て世帯臨

時特例給付金事業について、新しい事業として行われるのですが、事業に対しての通知方

法と給付時期をお聞きしたい。 

それともう１つ、同じく一般会計補正予算、４ページの給食センター維持管理費で、予

算がなくなったため、修繕料として３０万円補正したいというご意見だったと思うのです
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が、当初予算４６７万２,０００円。６月の補正で、ざる置き場で６万円ぐらいして、それ

でまた９月に給食センターの修繕費がなくなり、３０万円、保持したいという内容だと思

うのですが、当初予算のときに見積もりをしっかりと出しておけば、そんなに差は出ると

は思わない。給食センターの中において、器具等の見積もりを予算化したとき以外に、何

か特別なことが起きたのか。その内容と、この３０万円でもう修理は出てこないのかと言

うと失礼かもしれないですけど、そうなのかなと思えるような金額ですが、当初予算の見

積もりはしっかりと出してもらったのか。それ以外のものが出てきたから、これだけ予算

が足らなくなったのか。そこのところをしっかりとお聞かせ願いたいと思います。 

以上、２つです。 

お願いします。 

○子ども・健康課長（佐藤信恵課長） 委員長。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 佐藤子ども・健康課長。 

○子ども・健康課長（佐藤信恵課長） 先ほどご質問がございました、子育て世帯臨時特

例給付事業について、まず１つ目の通知方法についてはプッシュ型で対象者全員へ個別通

知を考えております。接種時期についてはまだ未定でございますができるだけ早急に年内

にできればと考えております。 

以上です。 

○教育課長（村上強課長） 委員長。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 村上教育課長。 

○教育課長（村上強課長） 事業名、給食センター維持管理経費の修繕料の補正に関する

ご質問でございますが、当初予算の修繕料としまして、３８万９,０００円をお認めいただ

いておりました。その３８万９,０００円の見積もり内訳の基礎としましては、スチームコ

ンペクッションオーブンの軟水器カードリッジの交換費用としまして、３万９,０００円、

そしてその他施設の必要な修繕としまして、令和７年度の修繕料を３５万円と見込むと

し、合計３８万９,０００円の予算額でございました。 

それで、年度を始めましたところ、突発的に生じた修繕内容としましては、大きくは、

下処理室の空調機が不調を来し、修繕ができないことから取りかえが必要となりました。

その金額が５８万３,０００円でございました。その他軽微な補修ではございますが、調理

室内の水道配管から水が漏れる箇所がございましたので、その修理に７万７,０００円。ハ

ンドル周りが硬くなった、ガスの回転釜５ヶ所のうち１ヶ所ございましたので、それに対

しての業者対応２万３,１００円、必要でございました。 

そのことから、当初予算でお認めいただいた３８万９,０００円と不足しております３３

万３,０００円を予算流用により対応させていただきました。 

この度、要求をさせていただきました施設修繕の３０万円でございますが食缶食器の搬

出を行います際、シャッターがついておりますが、電動シャッターでございます。操作ボ
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タンの不具合保守を予定しておること。 

また、調理室の中の照明は蛍光灯の照明でございまして、照明切れが起きた際、照明の

蛍光管の交換で直らない場合がございます。その場合は照明のＬＥＤ化を、部分的に行う

必要があり、また揚げ物を行っているフライヤーの換気を行う換気扇でございますが、吸

い込み能力が落ちているという報告を受けておりますので、修理対応今後していきたいと

思っております。３０万円で残りの期間行けると判断して、３０万円の計上させていただ

きました。 

以上でございます。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 伊藤委員、よろしいでしょうか。 

○委員（伊藤好博議員） 委員長。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 伊藤委員。 

○委員（伊藤好博議員） この歳出予算書の事業説明の内容によると、当初予算は４６７

万２,０００円ですよね。今、課長の説明と当初予算差３８万９,０００円と言われた。 

予算書で説明してもらえませんか。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 暫時休憩とします。 

午前１０時５１分休憩   

午前１０時５２分再開   

○委員長（鎌田鷹介議員） では休憩を解き委員会に戻します。 

○教育課長（村上強課長） 委員長。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 村上教育課長。 

○教育課長（村上強課長） 令和７年度の当初予算資料１８３ページの、事業名、給食セ

ンター維持管理経費でございます。事業説明にございますように、施設設備等修繕料とし

ましては、３８万９,０００円の当初予算をお認めいただき、その他、虫害防除の委託とし

まして１４万６,０００円、また厨房内清掃業務委託として３９万１,０００円、厨房内の

機器保守点検として３５万２,０００円。また令和７年度は、給食配送車の更新を計画して

おり、作りました給食を運び出すための乗せるコンテナとして３１１万３,０００円をお認

めいただいた予算措置でございました。 

このたびの補正予算につきましては、修繕料としまして、施設設備等修繕料３８万 

９,０００円が必要となりましたが、現在全額を執行しておりますので、今後必要となる施

設修繕のための３０万円の計上をさせていただいたところでございます。 

以上でございます。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 伊藤委員、よろしいでしょうか。 

○委員（伊藤好博議員） ありがとうございます。 

説明で中身がわからないような歳出予算書を出してもらっても、判断ができませんの

で、しっかりと中身がわかる事業説明をしていただかないと私たちは理解できません。今
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後、よろしくお願いします。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 他によろしいでしょうか。 

○委員（加藤眞人議員） 委員長。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 加藤眞人委員。 

○委員（加藤眞人議員） １６ページの保健衛生費の中で、家庭用新エネルギー等普及支

援事業で、太陽光の問題でありますけども、補助金を出しているのですが、国でも県でも

環境破壊が叫ばれている中、三重県でも色々なゴルフ場や森林を削っている。木曽岬町の

場合はおそらく田んぼや、自家発電で、屋根の上ということだとは思います。破棄方法と

いうのか、処理方法が国もできないので棚上げになっている。実際にその処理の方法が確

立されてない中で普及をしていいものかっていうのがあります。その辺のところはどのよ

うに考えておられるんですか。 

○住民課長（伊藤正典課長） 委員長。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 伊藤住民課長。 

○住民課長（伊藤正典課長） 今回補正で上げさせていただいたものは、三重県が実施す

る補助金を各市町が予算化して、お認めしていくものになっています。この事業は先ほど

加藤議員、言ったとおり、自家消費型になりますので、家の屋根につけていくものでござ

います。木曽岬に山はありませんけど、農地だとか、そういうところにつけるものでは、

ありません。おっしゃってみえる破棄方法に関しては、基本的にはリサイクルができると

私どもは確認をしておりますけれど、実際そのリサイクルをしていくかどうは、設置者さ

んが決めていくということになります。リサイクルするにもお金が必要になります。パネ

ルがだいたい２５年ぐらい持つと言われているので、もうそろそろ最初につけ出した人

が、買い替えなのか、破棄なのかを選ぶ時期に来ていますので、その辺の情報につきまし

ても、国や三重県から情報収集して、町のホームページなどで周知していかなければなら

ないと感じております。 

以上です。 

○委員（加藤眞人議員） 委員長。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 加藤眞人委員。 

○委員（加藤眞人議員） 補助金を出してやるということですので、当然、設置した方は

名簿に残ってると思いますので、処理する時は町で、破棄されたというか買い替えにして

もその時にきちっとしたチェックをしていただけるような方法をとっていただかないと、

どこへ何を出したかがわからなくなる。問題であると思いますのでチェックをしっかりや

っていただければと思う。 

○住民課長（伊藤正典課長） 委員長。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 伊藤住民課長。 

○住民課長（伊藤正典課長） 今のところの県の補助金について最終的な処分の要件やこ
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うしなさいっていうことは決まっておりませんので、そこまでのチェックを町で指示がで

きるのかどうかっていうとこもありますけれど、パネルについては、環境的な問題が、

今、結構騒がれておりますので、パネルのリサイクルなのか、廃棄なのかをしっかり情報

収集して、設置した方にはそういった内容を周知していくことが町としては責務があると

考えておりますので、その辺の周知を徹底していきたいと考えております。 

以上でございます。 

○委員（加藤眞人議員） どうもありがとうございました。 

○委員長（鎌田鷹介議員） 他によろしいでしょうか。 

〔暫くして〕 

○委員長（鎌田鷹介議員） 他に質疑もないようですので、質疑を終結し、これより討論

採決に入ります。 

まず初めに、議案第３８号、令和７年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計補正予算（第２

号）についての所管部分に討論があります方はご発言ください。 

〔暫くして〕 

○委員長（鎌田鷹介議員） 特に討論がないようですので討論者なしと認め、これにて討

論を終わります。 

これより議案採決に入ります。 

議案第３８号に原案のとおり賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者 挙手〕 

○委員長（鎌田鷹介議員） 挙手全員です。 

よって議案第３８号は原案のとおり可決することに決定いたしました。 

次に、議案第３９号、令和７年度三重県桑名郡木曽岬町国民健康保険特別会計補正予算

（第２号）について討論があります方ご発言ください。 

〔暫くして〕 

○委員長（鎌田鷹介議員） 特に討論がないようですので、討論者なしと認め、これにて

討論を終わります。 

これより議案採決に入ります。 

議案第３９号に原案のとおり賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者 挙手〕 

○委員長（鎌田鷹介議員） 挙手全員です。 

よって議案第３９号は原案のとおり可決することに決定いたしました。 

次に、議案第４０号、令和７年度三重県桑名郡木曽岬町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第１号）について討論があります方はご発言ください。 

〔暫くして〕 

○委員長（鎌田鷹介議員） 特に討論がないようですので討論者なしと認め、これにて討
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論を終わります。 

これより議案採決に入ります。 

議案第４０号に原案のとおり賛成の方は挙手を願います。 

〔賛成者 挙手〕 

○委員長（鎌田鷹介議員） 挙手全員です。 

よって議案第４０号は原案のとおり可決することに決定いたしました。 

次に、議案第４１号、令和７年度三重県桑名郡木曽岬町介護保険特別会計補正予算（第

１号）についてに討論があります方はご発言ください。 

〔暫くして〕 

○委員長（鎌田鷹介議員） 特に討論がないようですので討論者なしと認め、これにて討

論を終わります。 

これより議案採決に入ります。 

議案第４１号に原案のとおり賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者 挙手〕 

○委員長（鎌田鷹介議員） 挙手全員です。 

よって議案第４１号は原案のとおり可決することに決定いたしました。 

次に、議案第４４号令和６年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計歳入歳出決算認定につい

ての所管部分に討論があります方はご発言ください。 

〔暫くして〕 

○委員長（鎌田鷹介議員） 特に討論がないようですので討論者なしと認め、これにて討

論を終わります。 

これより議案採決に入ります。 

議案第４４号に原案のとおり賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者 挙手〕 

○委員長（鎌田鷹介議員） 挙手全員です。 

よって議案第４４号は原案のとおり可決することに決定いたしました。 

次に、議案第４６号、令和６年度三重県桑名郡木曽岬町国民健康保険特別会計歳入歳出

決算認定について討論があります方はご発言ください。 

〔暫くして〕 

○委員長（鎌田鷹介議員） 特に討論がないようですので討論者なしと認め、これにて討

論を終わります。 

これより議案採決に入ります。 

議案第４６号に原案のとおり賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者 挙手〕 

○委員長（鎌田鷹介議員） 挙手全員です。 



 - 29 - 

よって議案第４６号は原案のとおり可決することに決定いたしました。 

次に、議案第４７号、令和６年度三重県桑名郡木曽岬町後期高齢者医療特別会計歳入歳

出決算認定について討論があります方はご発言ください。 

〔暫くして〕 

○委員長（鎌田鷹介議員） 特に討論がないようですので、討論者なしと認め、これで討

論を終わります。 

これより議案採決に入ります。 

議案第４７号に原案のとおり賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者 挙手〕 

○委員長（鎌田鷹介議員） 挙手全員です。 

よって議案第４７号は原案のとおり可決することに決定しました。 

次に、議案第４８号、令和６年度三重県桑名郡木曽岬町介護保険特別会計歳入歳出決算

認定について討論があります方はご発言ください。 

〔暫くして〕 

○委員長（鎌田鷹介議員） 特に討論がないようですので討論者なしと認め、これにて討

論を終わります。 

これより議案採決に入ります。 

議案第４８号に原案のとおり賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者 挙手〕 

○委員長（鎌田鷹介議員） 挙手全員です。 

 よって議案第４８号は原案のとおり可決することに決定いたしました。 

次に、議案第５２号、木曽岬町体育館屋根及び外壁等改修工事契約について討論があり

ます方はご発言ください。 

〔暫くして〕 

○委員長（鎌田鷹介議員） 特に討論がないようですので討論者なしと認め、これにて討

論を終わります。 

これより議案採決に入ります。 

議案第５２号に原案のとおり賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者 挙手〕 

○委員長（鎌田鷹介議員） 挙手全員です。 

よって議案第５２号は、原案のとおり可決することに決定いたしました。 

ここでお諮りいたします。 

本会議で当委員会での議論並びに決定事項に係る委員会報告書の作成並びに委員会報告

を私、委員長に一任いただくことでご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 
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○委員長（鎌田鷹介議員） 異議なしの声がございましたので、私が委員会報告書の作成

並びに委員会報告をさせていただきます。 

これで本委員会に付託されました９議案の審査を終わらせていただきます。 

次に、その他の項に移ります。 

本委員会の所管事項等で何かございましたらご発言願います。 

〔暫くして〕 

○委員長（鎌田鷹介議員） ご発言もないようですので、これにて本日の議事日程はすべ

て終了いたしました。 

これをもちまして本日の教育民生常任委員会を閉会いたします。 

長時間にわたりご審査ありがとうございました。 

                            午前１１時４２分閉会   
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